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ＪＡの概要
○本店所在地 岐阜県大垣市東前町955-1

○設立 平成11年7月設立

（岐阜県西南濃地域の6ＪＡが合併）

○組合員数 41,135名(※令和2年度末現在）

（正組合員：20,783名、准組合員：20,352名）

○支店数 42支店 ○職員数 810人

○販売品販売高 9,912百万円 ○購買品供給高 6,886百万円
（※令和2年度実績）

○管内は、岐阜県の西南部に位置し、

平野部と中山間地から形成

○県内有数の穀倉地帯として、米・麦・

大豆の穀類をはじめ、ハウスを利用した

施設園芸も盛んな地域
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ＪＡ 担い手農家提案

現地検討会（180人規模） 新型田植機実演の開催

○管内で実施されたスマート農業各種事業
・次世代につなぐ営農体系確立支援事業（R1：2組織）
・次世代につなぐ営農体系確立支援事業（R2：2組織）
・データ駆動型農業の実践体制づくり支援（R2：トマト）

ドローン活用方法の提案

スマート農業の普及・提案方法について
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ＪＡ

担い手農家

現地実演会協力

新技術紹介

補助事業提案

スマート農業の相談・推進体制について

中央会
全農岐阜

スマート農業
推進室

農業普及課

スマート農業
推進センター

農機メーカー

岐阜県

実証圃検討・体験
実演

現地調査・現地指導

調査・技術支援

最新農機の紹介

岐阜大学

助成事業による支援

調査支援
技術紹介・連携

JAからの総合提案
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岐阜大学との連携した取り組み

Ｊ
Ａ
に
し
み
の

岐
阜
大
学

・小麦や大豆の収量調査への協力
・JA実証圃の連携調査
・リモセンに関する勉強会
・生産者への施肥改善提案の実施

・現地の生育状況や作業状況、
農家の意見や感想の共有

・生産者収量実績の取りまとめ
・加工キャベツについての調査
・学生とも連携し圃場調査、共同研究

お互いの必要な調査・データの連携
「スマート農業の推進にかかる連携協定」
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岐阜大学との連携した取り組み
○岐阜大学（田中先生）による、農家への技術の紹介

○加工野菜での調査・学生と連携した取り組み

キャベツのセンシング

担い手への研修会

学生との現地での収穫調査
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取組の成果
○岐阜大学との連携による成果

担い手への施肥改善の提案

キャベツの収量予測などへ
の新たな取り組み
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リモートセンシング技術への取り組み

令和1年
4月

令和2年
4月

令和3年
４月

水稲

小麦

大豆

加工
野菜

小麦センシング 水稲多収品種センシング

令和3年度 取組事例①

８



取組の成果
○リモートセンシングによる成果

令和2年産追肥後 令和3年産追肥後

前年産に比べ、収量の向上や生育の均一化を図ることが出来た。
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直進アシストハンドルの導入提案

○メリット

・価格が従来品より安価

・農機メーカーを選ばない

〇課題

・取扱いの農機メーカーが無い

・アフターサービスの不安

・固定基地局はどうするか

・農機メーカーの実演機がない

令和3年度 取組事例②
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直進アシストハンドルの導入提案
○提案方法

・各農機メーカーと打ち合わせ

・取付講習会の開催

・ネットワークRTKサービスの利用

・JAが実演機を導入、

子会社のトラクターへ取付

・農家が体験できる体制を整える

令和3年度 取組事例②

実演機の導入・整備
担い手研修会での提案
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農家への効果と反応
○農家にとってスマート農業の現状とは？

・ベテラン農家は必要性が低いと思っている方も多い

・最新の情報が農家へ届いているのか？

・直進アシスト田植機は担い手を中心に普及している

○スマート農業が普及するためには？

・農家が便利さを感じる「機会」を増やす

・農家が必要としている技術を見極める

・農家へのサポート体制を充実させる

・専門的な人材が必要

・リモート、動画、SNS、便利さの反面、接点が減少
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その他
○現地で実践し易い、ロードマップの作成

・農家が導入しやすい技術を段階的に支援

・農家の体験できる体制を出来るだけ作る

○位置補正サービスの共同利用

・RTK基地局を農業だけでなく、輸送や建築でも共同利用

・ネットワークRTKの利用を安価に提供

○担い手毎のシェープファイルデータの簡易作成方法

・衛星を利用したセンシング等大規模に実施する際の、
シェープファイルの作成方法を簡素化出来ないか。

・地域によっては、農家個人別のファイルが農済等で出
力が出来る？
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ご清聴ありがとうございました。




